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おじいちゃん、おばあちゃんと芋掘り体験

おいしいお芋がたくさん取れたよ
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　８月２日、毎年恒例のＪＡ納涼夏祭りが開催されました。当日は天候にも恵まれ、暑さ

に比例して来場者も多数駆けつけ、会場は熱気に包まれながらも大盛り上がりでした。ビ

ンゴ大会には豪華景品が目白押し、ゲストの北斗夢学園桜組は踊りと歌で、田中アキラさ

んは美声と歌唱力で観客を沸かせました。組合員・町民の皆様の憩いの場としてご提供さ

せていただけたことを役職員一同うれしく思います。



〔議決事項〕
議案第 1号　平成２５年度事業基本方針（案）及び
　　　　　　平成２４年度事業概況について
議案第 2号　冬季農協懇談会の開催について
議案第 3号　平成２３年産米共同計算精算について
議案第 4号　信用限度を超える貸付金の承認について
議案第 5号　信用限度を超える貸付金の承認について

〔議決事項〕
議案第 1号　内部統制規程の改正について
議案第 2号　職制規程の一部変更について
議案第 3号　信用限度を超える貸付金の承認について
議案第 4号　信用限度を超える貸付金の承認について
議案第 5号　理事者とのクミカン取引額の承認について
議案第 6号　理事者のクミカン取引保証債務の承認について

 広報いまかね NO.２

今
金
男
し
や
く

新
じ
ゃ
が　

初
出
荷
!!

　

今
金
町
の
特
産
物
で
誕
生
か
ら
60

年
目
を
迎
え
る
「
今
金
男
し
や
く
」

が
８
月
13
日
に
初
出
荷
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
出
荷
を
迎
え
る
の

は
「
早
出
し
栽
培
」
で
、
文
字
通
り

収
穫
時
期
を
早
め
る
た
め
に
、
黒
マ

ル
チ
に
よ
り
被
覆
し
、
成
長
を
促
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
今
金
男
し
や
く

は
ラ
イ
マ
ン
価
（
で
ん
ぷ
ん
質
）
が

高
く
、
ホ
ク
ホ
ク
感
と
甘
み
が
一
段

と
あ
り
、
形
状
も
男
爵
ら
し
い
姿
を

し
て
い
ま
す
。
初
値
３
，
０
０
０
円

と
高
値
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
現
在

は
平
年
並
み
に
落
ち
着
い
て
い
ま

す
。「
慣
行
栽
培
」
で
行
わ
れ
て
い

る
馬
鈴
薯
も
、
８
月
20
日
に
実
施
し

た
坪
堀
調
査
の
結
果
か
ら
生
育
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
今
年
も
収
量
が

期
待
で
き
、
ラ
イ
マ
ン
価
も
高
め
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
高
価
格
販
売

に
努
め
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

に
は
更
な
る
農
協
へ
の
結
集
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

道
南
水
稲
直
播

夏
季
研
修
会

　

せ
た
な
町
、
今
金
町
に
て
８
月
28

日
、
道
南
地
区
の
水
稲
直
播
耕
作
者
、

関
係
者
を
対
象
に
し
た
現
地
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
水
稲
直
播
栽
培
の
技

術
的
な
課
題
解
決
や
直
播
米
の
将
来

等
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
、

道
南
に
お
け
る
直
播
栽
培
の
普
及
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
53
名
の
関
係
者
が

参
加
し
、
今
金
町
で
は
仁
木
明
さ
ん

の
乾
田
直
播
の
圃
場
、
吉
本
辰
也
さ

ん
の
湛
水
直
播
圃
場
に
て
研
修
を
し

▲箱詰めされる新じゃが「今金男しやく」

無
人
ヘ
リ
防
除

無
事
終
了
！

　

７
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
今
金
町

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
共
同
利
用
組
合

に
よ
る
水
稲
薬
剤
の
空
中
散
布
が
８

月
21
日
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
今
金
町
の
空
中
散

布
は
、
基
本
２
回
防
除
・
２
班
体
制

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、Ｙ
ｅ
ｓ
！
ｃ

ｌ
ｅ
ａ
ｎ
に
対
応
し
た
薬
剤
の
選
定

を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の

生
産
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
稲
の
生
育
も
順

調
で
あ
り
、
ま
も
な
く
収
穫
の
時
期

を
迎
え
ま
す
。
刈
り
遅
れ
の
な
い
よ

う
適
期
刈
取
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
も
真
剣
に

研
修
へ
取
り
組
み
、
熱
く
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。
水
稲
直
播
栽
培

は
、
年
々
取
組
者
が
増
加
し
て
お
り
、

今
金
町
で
も
９
戸
・
約
20
ｈ
ａ
が
作

付
け
さ
れ
、
戸
数
・
面
積
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
育
苗
・
移
植
が
不
要
に

な
る
事
に
よ
っ
て
労
働
時
間
の
減

少
、
作
業
の
効
率
化
を
図
れ
る
な
ど

の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
、
経
営
に
お
け

る
水
田
の
面
積
が
増
え
る
際
に
直
播

栽
培
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
会
は
毎
年

夏
期
と
冬
期
の
２
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
直
播
栽
培
に
興
味
が
あ

る
方
は
是
非
一
度
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲真剣に話を聞く参加者の方たち

▲空中散布中の無人ヘリコプター
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い
い
と
こ
祭
り

〜
芋
拾
い
体
験
ツ
ア
ー
〜

　

食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
本
年
も
伊

藤
良
智
さ
ん
の
圃
場
を
お
借
り
し
、
８

月
15
日
、
芋
拾
い
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
日
頃
経
験
で
き
な
い
芋
掘

り
体
験
を
通
し
て
、
「
今
金
男
し
や
く
」

の
歴
史
や
生
産
方
法
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お

盆
真
っ
盛
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
帰

省
し
て
い
る
家
族
を
は
じ
め
、
町
内
外

か
ら
約
60
名
の
方
々
に
訪
れ
て
頂
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
袋
か
ら
溢
れ

る
ぐ
ら
い
詰
め
る
お
客
様
や
熱
心
に
男

し
や
く
の
作
り
方
を
尋
ね
る
方
も
。
会

場
で
は
調
理
さ
れ
た
「
芋
の
塩
煮
」
も

振
舞
わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

▲当日設置された「今金男しゃくが
　できるまで」の看板

第
３
回　

青
年
会
議　

国
際
交
流　

夏
の
集
い

　

今
金
町
で
は
毎
年
今
金
町
で
留
学

生
の
受
入
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
８

月
26
日
、
青
年
部
が
所
属
す
る
今
金

町
青
年
会
議
主
催
の
歓
迎
交
流
会
が

行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

留
学
生
は
中
国
の
「
コ
ウ
」
さ
ん

と
「
リ
ュ
ウ
」
さ
ん
、
台
湾
の
「
セ
ン
」

さ
ん
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
「
チ
ャ
ー
」

さ
ん
、
タ
イ
の
「
カ
ー
ラ
パ
ッ
ト
」

さ
ん
の
５
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国

の
文
化
と
日
本
と
の
違
い
や
郷
土
料

理
、
貨
幣
な
ど
の
写
真
や
現
物
を
手

に
紹
介
し
た
り
と
、
有
意
義
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

第
59
回　

道
南
畜
産
共
進
会

▲自己紹介する留学生たち

　

八
雲
町
畜
産
共
進
会
場
に
て
道
南

畜
産
共
進
会
・
肉
用
牛
の
部
が
８
月

２
日
、
乳
用
牛
の
部
が
同
月
23
日
に

開
催
さ
れ
、
生
産
農
家
の
日
頃
の
研

鑽
努
力
に
よ
る
改
良
成
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
の
部
に
は
今
金
町
か
ら
13

頭
出
陳
さ
れ
、
木
島
隆
浩
さ
ん
の
出

陳
牛
が
最
高
位
・
準
最
高
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

乳
用
牛
の
部
で
は
今
金
町
か
ら
８

頭
出
陳
さ
れ
、
菊
地
章
太
さ
ん
の
出

陳
牛
が
未
経
産
牛
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
、
山
崎
良
介
さ
ん
の
出
陳
牛

が
経
産
牛
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
き
、
今
金
勢
が
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
、
安
平
町
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
「
第
30
回
北
海
道
肉
用
牛

共
進
会
」
に
は
今
金
か
ら
８
頭
、
同

月
28
〜
29
日
に
開
催
さ
れ
る
「
２
０

１
３　

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン　

ナ

シ
ョ
ナ
ル　

シ
ョ
ウ
」
に
は
３
頭
が

出
陳
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
金
か
ら

の
出
陳
牛
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ

う
。

▲乳用牛の部・グランドチャンピオンを受賞した二人
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今
後
の
農
作
物
管
理

・
収
穫
・
乾
燥
調
製
に
向
け
た
準
備

　

コ
ン
バ
イ
ン
や
乾
燥
機
等
の
整
備
・
清
掃

を
進
め
る
と
と
も
に
二
段
乾
燥
を
行
う
た
め

の
一
時
貯
留
方
法
も
ご
検
討
下
さ
い
。

・
収
穫
適
期
の
判
定
は
玄
米
サ
ン
プ
ル
で
収

穫
適
期
が
近
づ
い
た
ら
、
ほ
場
単
位
で
平
均

的
な
場
所
か
ら
数
株
を
刈
取
り
、
１
〜
２
日

乾
燥
後
、
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
込
み
適
期
判
定

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
収
穫
作
業

　

収
穫
し
た
生
籾
は
長
時
間
放
置
せ
ず
速
や

か
に
乾
燥
を
。
特
に
、
刈
り
始
め
や
気
温
の

高
い
状
況
で
は
「
ヤ
ケ
米
」
の
発
生
に
注
意
。

　

コ
ン
タ
ミ
防
止
の
た
め
、
品
種
が
変
わ
る

場
合
は
機
械
の
清
掃
な
ど
注
意
し
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
倒
伏
カ
所
な
ど
は
別
刈
り
で
、
品

質
低
下
を
防
ぐ
。

・
乾
燥
・
調
製

　

胴
割
粒
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
急
乾
・

過
乾
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
毎
時
乾
減
率
は
０
．
８
％
以
下
に

　

②
一
時
乾
燥
は
１
８
％
以
下
に　

　

③
仕
上
げ
水
分
は
１
４
．
５
〜
１
５
％

　

乾
燥
後
の
放
冷
は
十
分
に
、
穀
温
が
低
下

し
て
か
ら
籾
摺
り
を
。
米
選
・
調
整
は
出
荷

基
準
に
従
っ
て
適
正
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

・
収
穫
後
の
ほ
場
管
理

　

収
穫
後
は
、
速
や
か
に
心
土
破
砕
の
実
施

や
水
の
溜
ま
る
と
こ
ろ
で
は
「
溝
切
り
」
実

施
で
ほ
場
の
乾
燥
化
を
促
す
。
排
水
の
良
い

ほ
場
で
は
稲
ワ
ラ
の
秋
鋤
込
み
（
ス
タ
ブ
ル

カ
ル
チ
等
に
よ
る
粗
耕
起
）
を
行
っ
て
下
さ

い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
は
避
け
る
。

水　

稲

秋
ま
き
小
麦

・
は
種
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
は
種
日
・

は
種
量
を
守
ろ
う
。
茎
数
は
多
く
て
も
、
少

な
く
て
も
多
収
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

　

は
種
適
期
：
９
／
18
〜
９
／
24　

は
種
量
５
〜
６
ｋ
ｇ
／
10
ａ

　

遅
ま
き
：
９
／
25
〜　

は
種
量
６
〜
７
ｋ
ｇ
／
10
ａ（
今
金
ア
メ
ダ

ス
平
年
値
千
粒
重
３
９
．
５
ｇ
で
計
算)

　

は
種
機
の
調
節
を
き
ち
ん
と
行
っ
た
上

で
、
は
種
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
草
剤
に
つ
い
て

　

雑
草
の
種
類
に
よ
っ
て
、
散
布
時
期
や
除

草
剤
の
種
類
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
イ

ネ
科
雑
草
に
対
し
て
の
除
草
剤
は
、
秋
の
み

の
使
用
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
散
布
時
期

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
越
年
雑
草
も
秋
に
除
草
剤
処
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、　

効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

馬
鈴
薯　
　

　
　
　
　
　

・
打
撲
を
防
ご
う
！

　

収
穫
物
の
キ
ズ
や
打
撲
は
品
質
劣
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め

に
、
収
穫
機
械
の
調
節･

整
備
、
特
に
緩
衝

材
部
分
の
調
整
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

収
穫
時
に
コ
ン
ベ
ヤ
の
回
転
速
度
・
堀
取

り
刃
の
深
さ
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫

は
茎
葉
処
理
後10

日
以
降
、
ほ
場
が
乾
い

た
晴
天
の
日
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
寒
い
日

に
行
う
と
打
撲
が
多
く
な
り
ま
す
。

・
収
穫
後
の
ほ
場
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

速
や
か
に
次
の
作
物
に
入
れ
る
よ
う
に
、

緑
肥
の
は
種
や
堆
肥
散
布
な
ど
の
ほ
場
の

整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
収
穫
後

の
ほ
場
に
残
っ
た
小
イ
モ
は
拾
い
上
げ
、

野
良
生
え
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

(

野
良
生
え
は
病
害
虫
を
増
加
さ
せ
る
大
き

な
要
因
で
す)

。

に
ん
じ
ん

　

黒
葉
枯
病
は
、
肥
大
中
〜
後
期
（
は
種
後

７
０
〜
８
０
日
）
に
発
生
し
や
す
い
、
主
要

病
害
で
す
。
収
穫
ま
で
の
日
数
を
考
慮
し
計

画
的
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

の
時
期
は
収
穫
前
の
降
雨
に
よ
る
「
割
れ
」

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
水
稲
や
馬
鈴

し
ょ
の
収
穫
作
業
と
競
合
す
る
時
期
で
す

が
、
天
候
を
見
な
が
ら
、
適
期
収
穫
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

豆　

類

小
豆
（
早
３
日
）

・
最
後
の
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

莢
の
中
に
侵
入
し
食
害
す
る
フ
キ
ノ
メ
イ

ガ
（
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
）
の
発
生
が
見
ら
れ

ま
す
。
収
穫
前
最
後
の
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
時
期
を
逃
さ
ず
収
穫
し
ま
し
ょ
う

　

収
穫
の
目
安
は
、
に
お
積
み
す
る 

場
合
：

熟
莢
率
70
〜
80
％

　

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
の
場
合
：
熟
莢
率
100
％

及
び
子
実
水
分
16
〜
18
％
で
す
。

　

収
穫
遅
れ
は
、
子
実
水
分
の
低
下
に
よ
る

損
傷
粒
の
発
生
・
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
。

ま
た
、
脱
粒
に
よ
る
収
穫
ロ
ス
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
基
本
的
に
茎
葉
よ
り
子
実
水
分
を

優
先
し
、
収
穫
遅
れ
の
な
い
よ
う
に
作
業
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

て
ん
さ
い

・
褐
斑
病
の
防
除

　

褐
斑
病
は
気
温
が
高
く
、
周
期
的
な
降
雨

が
あ
る
と
急
激
に
蔓
延
し
ま
す
。
天
気
に
注

意
し
、
散
布
間
隔
が
あ
き
す
ぎ
な
い
よ
う
引

き
続
き
防
除
を
継
続
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
畜　

産

・
残
暑
対
策

　

９
月
は
昼
夜
の
気
温
差
が
大
き
く
、
畜
舎

内
の
湿
度
が
高
め
に

　

推
移
し
ま
す
。残
暑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
扇
風
機
で
牛
体
に
風
を
当
て
た

り
、
ト
ン
ネ
ル
換
気
等
で
畜
舎
内
の
温
度
や

湿
度
を
下
げ
て
牛
の
ス
ト
レ
ス
低
下
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

・
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
適
期
収
穫

　

ほ
場
で
子
実
熟
度
を
確
認
し
、
黄
熟
期
を

目
標
に
計
画
的
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
切
断

長
は
黄
熟
期
で
９
〜
12m

m

程
度
と
し
、
切

断
面
を
鋭
利
に
す
る
た
め
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
刃

研
ぎ
は
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

花
蕾
腐
敗
病
、
軟
腐
病
が
ほ
場
内
で
散
見

さ
れ
ま
す
。「
ス
タ
ー
ナ
水
和
剤
」
や
「
ベ

ジ
キ
ー
パ
ー
水
和
剤
」、「
コ
サ
イ
ド
３
０
０

０
」等
で
予
防
的
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

軟
白
長
ネ
ギ

　

９
月
に
入
る
と
気
温
も
下
が
り
始
め
、
サ

ビ
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
風
雨
に
よ

り
葉
が
傷
つ
く
と
発
生
す
る
の
で
注
意
し
て

下
さ
い
。

大
根
・
小
か
ぶ

　

引
き
続
き
、
コ
ナ
ガ
及
び
ア
オ
ム
シ
の

発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
使
用
時
期(

収

穫
前
日
数)

に
注
意
し
、
適
正
に
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
軟
腐
病
は
、「
バ
イ
オ
キ
ー

パ
ー
水
和
剤
」
や
「
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
」

等
で
の
予
防
防
除
を
基
本
に
、
発
生
状
況
に

応
じ
た
薬
剤
の
選
択
を
行
い
し
ま
し
ょ
う
。

大
豆
（
早
２
日
）

・
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
防
除
の
徹
底

　

普
及
セ
ン
タ
ー
設
置
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ

ッ
プ
に
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
メ

シ
ン
ク
イ
ガ
に
よ
る
収
穫
物
の
食
害
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
全
道
的
に
発
生
自
体
が
増

加
し
て
い
ま
す
の
で
、防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
ほ
場
に
「
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
」
が
生
え
て
い

ま
せ
ん
か
？
大
豆
ほ
場
に
限
ら
ず
、
イ
ヌ
ホ

オ
ズ
キ
の
生
え
て
い
る
ほ
場
が
見
ら
れ
ま
す
。

収
穫
時
に
黄
大
豆
の
汚
粒
源
と
な
り
ま
す
の

で
、
収
穫
前
に
全
て
抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
（
ナ
ス
科
、
１
年
草
）

　

８
〜
９
月
に
白
い
花
が
咲
き
、
実
は
丸
く
、

熟
す
と
黒
く
な
り
ま
す
。
こ
の
黒
い
実
が
大

豆
収
穫
時
に
汚
粒
源
と
な
り
ま
す
。
近
年
は

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
に
特
に
効
果
が
あ
る
除
草
剤

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
１
日

飼
コ
ー
ン 

早
５
日

ミ
ニ
ト
マ
ト

　

９
月
以
降
は
、
茎
の
生
育
が
緩
慢
に
な
る

と
と
も
に
肥
料
、
水
の
必
要
量
も
減
っ
て
き

ま
す
。
か
ん
水
量
を
調
節
し
、
草
勢
を
維
持

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
過
度
な

追
肥
に
よ
る
着
色
不
良
や
生
育
遅
れ
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
一
方
、
夏
を
過
ぎ
、
草
勢
が
落

ち
る
と
、
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
特
に
昨
年
発
生
し
た
ほ
場
で
は
引
き

続
き
出
や
す
い
た
め
注
意
し
「
ア
フ
ェ
ッ
ト

フ
ロ
ア
ブ
ル
」
等
に
よ
り
灰
色
か
び
病
と
の

同
時
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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神丘地区　伊藤　祐樹さん　紗苗さん　

《
お
二
人
の
出
会
い
は
》

（
紗　

苗
）  

私
と
旦
那
は
高
校
時
代
の
同
級
生
で
、
お
互
い
に
惹
か
れ
あ
っ

　
　
　
　

  

て
高
校
時
代
か
ら
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　《
就
農
の
き
っ
か
け
は
？
》

（
祐　

樹
）   

親
が
農
業
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
い
ず
れ
は
俺
が
継

　
　
　
　

  

ご
う
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
就
農
し
ま
し
た
。

（
紗　

苗
）   

私
は
旦
那
と
結
婚
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
農
業
に
関
わ

　
　
　
　

   

る
こ
と
も
多
く
な
り
、
子
育
て
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
も

　
　
　
　

   

あ
っ
て
、
農
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

   

《
農
業
を
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
》

（
祐　

樹
）  

牛
も
畑
も
管
理
が
大
事
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
牛
は
生
き
物
が

　
　
　
　

  

相
手
な
の
で
、
例
え
ば
「
何
を
し
て
ほ
し
い
か
？
」
な
ど
牛

　
　
　
　

  

の
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
し
、
畑
で
も
天
候
に

　
　
　
　

  

左
右
さ
れ
る
の
で
、
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
か
な
い
と
い

　
　
　
　

  

い
い
物
も
作
れ
な
い
し
ホ
ン
ト
に
大
変
だ
と
思
う
。
難
し
い

　
　
　
　

  

と
思
う
。
勉
強
し
て
う
ま
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

《
今
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？
》

（
祐　

樹
）
忙
し
い
時
期
は
ホ
ン
ト
に
大
変
だ
な
と
思
う
け
ど
、
周
り
に 

　
　
　
　

  

は
仲
間
が
多
い
し
、
先
輩
・
後
輩
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。 

　
　
　
　

  

楽
し
く
農
家
が
で
き
て
ま
す
。　
　
　

 

《
今
後
は
ど
う
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？
》

（
祐　

樹
）  

規
模
拡
大
は
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
手

　
　
　
　

  

が
回
ら
な
く
な
っ
た
ら
元
も
子
も
な
い
と
思
う
し
、
家
族
で

　
　
　
　

  

手
の
行
き
届
く
範
囲
で
、
増
収
を
目
指
し
、
い
い
物
を
作
っ

　
　
　
　

  

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
作
業
で
多
忙
な
時
期
で
し
た
が
、
終
始
笑
顔
で
取
材
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
緒
に
馬
鈴
薯
の
収
穫
を

し
て
い
た
湯
元
さ
ん
に
も
撮
影
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
家
族
で
支
え
あ
い
つ
つ
、
農
業
に
対
し
て
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向
か
っ
て
家
族

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

今
金
町
を
担
う
若
者
達
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
第
21
回

目
は
神
丘
地
区
の
伊
藤　

祐
樹
さ
ん
、
紗
苗
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

祐
樹
さ
ん
は
農
業
を
営
み
な
が
ら
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
も
従

事
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
馬
鈴
薯
の
収
穫
も
本
格
化
し
、
祐

樹
さ
ん
も
張
り
切
っ
て
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

祐
樹
さ
ん
の
趣
味
は
釣
り
や
ス
ポ
ー
ツ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
派

で
す
。
紗
苗
さ
ん
の
趣
味
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
家
族
で
買
い

物
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
夫
婦
二
人
三
脚
で
農
業
を
営
む

伊
藤
さ
ん
夫
妻
に
、
今
回
は
色
々
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

《プロフィール》

　伊藤　祐樹（いとう　ゆうき）   30 歳 

　　　　北海道檜山北高等学校卒（就農１０年目）

　伊藤　紗苗（いとう　さなえ）　30 歳

　　　　北海道武蔵女子短期大学卒（就農 6年目）

 《経営作物》　馬鈴薯、ビート、大豆、小豆、肉牛

 《家族構成》　廉（子）、利生（子）、 靖子（母）、和子（祖母）
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農作業事故に注意しましょう！

９月、１０月は春と同様に農作業事故が多く発生する季節でもあります。農作業をする上で、トラク

ターは主要な農業機械ですが、毎年トラクターの農作業事故が多く発生しています。安全で快適な農

作業のため、トラクターの安全作業のポイントを紹介します。

①体調は万全ですか？（酒・病気・過労の影響は大変危険です！）　

②季節・作業内容にあった服装ですか？（機械に巻き込まれない服装で！）　

③圃場までの道のりで危険な場所がないか確認！　

④これからの作業で予測される危険と回避方法を考える！

①左右のブレーキペダルの連結、デフロックの解除を確認する　

②トラクターや作業機に人を乗せない

③発進時は周囲を確かめ、危険な速度で走行しない

④狭い農道や凹凸道は低速で走行し、軟弱な路肩は走行しない

⑤急な下り坂では速度を下げ、エンジンブレーキを使用する！

⑥夕方から夜の走行のため、低速車マーク、反射シールを装着する

①作業機の脱着は平坦な場所で行うこと！　

②周囲に人がいないことを確認しましょう！

③作業機の脱着で複数人の作業の時は、合図を確実に行いましょう！

④重い作業機を装着した時は、フロントにウエイトを装着しましょう！　　

⑤作業機を上げて点検する時や、部品の交換、草・わら・土等を除去する時は、

作業機を固定し、「固定脚」を入れ、作業機が降りないことを確認しましょう！　

⑥わき見運転はしない！　

⑦ぬかるみにはまった場合は、無理な脱出をしないこと！

⑧傾斜地での作業は圃場の状況を把握しましょう！　

⑨過信は禁物、まさかも禁物

⑩急傾斜・溝越え・高い畦等の出入りは、アユミ等を使って慎重に！　

⑪畦際での作業は無理をせず、枕地に余裕をとって、ゆっくり旋回する　

⑫異常を感じたら「止める勇気」を惜しまない　

⑬機械の能力以上および、用途以外の作業はしない

⑭運転の基本操作を遵守し、作業は確実かつ慎重に　

⑮２時間に１０～２０分程度の休息をとること！

作業前に確認しよう！

走行・移動時に気をつけよう！

作業をする上で…！
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